
世界の具類展

目本貝類学会は今年で35周年を迎えて世界の貝類展を

開催した.会場は日本橋白木屋百貨店催物場で期

間は5月15目から22目までの8日間国立科学博物館

と共催で開催された.筆者も貝類学会理事の1人とし

て展示の企画に尽力した.会場入口からすぐの所に丸

いゲｰトがありその両側には海と空を描いて自然をま

ね入口からゲｰトまでおよびゲｰトの先には床に

大理石の細粒を敷いて白砂の海岸の気分を出させた.

白砂の上には美しい雑貝を並べまたミヅゴケで鉢をお

おったヤシの鉢植えを置いたり南洋の巨貝シャコ貝

をおいて一般の人が楽しむ雰囲気をかもしたした.

美しい貝を拾いそうになる手供にそれを止めようとす

る母親の姿も見られその効果はじゅう分であったとい

える.ゲｰトを入った突き当りには丸い窓の中に大

形の貝類をその色と対象的な色彩光線をあて天然の美

造化の妙を示した.

この展覧会には皇居内生物学ご研究所からのご出品

物に天皇陛下ご発見の新種ミタマキガイ(G伽ソ物7･

{s伽加〃α伽Kuroda)ノ･ヤマエビス(Cα脳08ま0刎α

ゐψα閉α舳刎Kuroda)のほかオキナエビス("批α`

6o物6伽3ろη7比〃(Hi1gendorff))クラマドガイ

〔助肋が㈱8θ〃α(Gme11n))等が展示された.

一般の貝類としては会場に入ってすぐの所にホネガイ

大山桂

類("㈱κ)を置いた.そこにはタタミ1畳敷き大の

ホネガイの写真があるので写真の貝を忘れぬうちにと

思って並べた.この類は色よりも形を観賞する貝類だ

が案外効果的であった.丸い窓の左側にはこの展

覧会で最大の見ものタカラガイオキナエビスイタ

ヤガイの類を展示した.これらの中タカラガイ類に

はあるアメリカ人力茎くるま1台と交換したテラマチダ

カラ(E舳〃ω伽α伽｡倣Kuroda)も展示されていた.

オキナエビス類には今までに世界で2カ所でしか採集

されなかったテラマチオキナエビス("鵬"0切06切S

施物刎αo脇Kuroda)(10頁右写真の下段後列石)がある.

これは南アフリカから採取されたアフリカオキナエビス

(〃…猟〃｡伽06伽sψ伽αη〃sTomlin)(10頁右写真の下

段後列左)にごく近似するが分布の上でかけ離れてい

るので生物地理学上注目される種類である.また後で

述べるがわが国ではじめて発行された見切手に選ばれ

たベニオキナエビス(〃鳩〃｡姉6肋s〃7αs功Pilsbry)

(10頁右写真の下段前列)もこの類である.イタヤガイや

ホタテガイの類は二枚貝の中でもっとも美しい貝類で

活発に泳ぐ具として知られている一

オキナエビス等のケｰスのわきにソデボラやクモガ

イのケｰスカ主ある.この仲間には西インドで普通の観

賞用の貝ピンクガイ(S肋励㈱切身α5Linnaeus)が

ありそのほか色も形もさまざま恋類である､この類
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は動きがよちよち歩きに似ており酔った人の歩き方

を連想しでおもしろい.殻を上に向けるとフタで地

面をけってはねかえるのである.

この展観会の第2の見どころはリュウグウボラ

(閉"α)の類である.この類は美しいカミ高価で金

持ちの道楽として集める貝である.このエキゾチック

た貝がずらりと並んだ様は壮観である.この中には

アラフラ海の真珠貝採集の潜水夫がブランデｰ1本と

交換するブランデｰ貝(C〃腕1αわθ肋肋)(11頁左下写真

の前列下段左から2番目)がある.サクラガイ類(TθZ伽α)

も美しい貝類の一つである.この小さなサクラガイ

(τθ肋2ω"∂"αDmker)カバザクラ(乃"加αか漉"α)

も約30個出品したが観客から好評を博していた.イ

モガイ類(C〃舳)も美しい巻き貝の1つであるが比

較的単調な感じを受けて気がかりではあったが中央に

大きく美しい二枚貝ショウジョウガイ類(砂0η刎㈱)

をおいて展示の効果を増した.これらのほかにサザ

エ類(乃励0)アワビ類(珊"0桃)トリガイ類

(Cακ肋刎)など多くの美しい貝類が展示された.

会場には世界の貝類の分布図があり標本をはりつ

けて分布を示した二これは海の貝と陸の貝の2図で示

された.陸産の貝類はカタツムリの類で一般に大き

さ色からいっても海産の貝類に劣るが外国のカタツ

ムリには美しいものカミ少抵くない.

貝類に関する美術工芸品の横綱は何といっても真珠で

ある.御木本真珠店が真珠とその養殖に関する陳列を

した.とくにユ939年ニュｰヨｰクの万国博覧会に出品

皇居生物学ご研究所から削婦になつた品々台上はオキナエビス

した純銀の生地にダイヤモンドと真珠で飾った自由の鐘

(100万ドル模型)はわが国では初めての出品で顧客

は驚嘆の目を見はった.そのほかマドガイのシャン

デリアトウカムリの鍋貝で作ったノレンその他の

工芸品や具合わせのノ･マグリとその容器(貝桶)員の貨

幣なども展示された.

工芸晶のほか貝と文学貝と切手のケｰスも展覧会

場をにぎわした.貝類の詩歌を色紙に書いて壁にかけ

その下に詩歌にでる貝類を並べた.また外国の見切手

とそこに描かれた貝類標本も多数陳列してあった.行

幸を記念してベニオキナエビスの普通切手が発行され

会場に郵便局出張所を設けて発売され初目のスタンプ

を求める切手収集家の列でにぎわった.

会期の初目(5月ユ5日)には行幸啓カ室あり開店時間前

の白木屋百貨店に小雨降る中を天皇皇后両陛下がおみ

えになり日本貝類学会員は会場入口でおむかえした.

科学博物館の岡田要館長のご先導により担当の理事がご

説明申し上げた.学会在京理事は本誌(N･.1011

月号)ですでに紹介した河村･中上川･波部･大山の

他に新たに選挙により横浜国立大学の鹿間時夫博士と

鉱物収集家として名高い桜井標本館の桜井欽一博士と

が増員になった.

最終目(5月22目)には皇太子殿下がおいでに勾り

岡開館長のご先導で学会理事がご説明申し上げた.

また午後4時半頃には義宮様がお見えになり波部･

桜井･大山の3理事がご説明申し上げた.

(筆者は地質部)'
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海の貝の分布図

陸の貝の分布圏

リュウグウボラ類をごらんになる皇太子さま左から犬山技官皇太子さま

岡田博物館長白木屋店長波部理事桜井理事

クモガイ類をごらんになる天皇･皇后両陛下

睦の貝淡

水の貝を

一般観客

に混って

ごらんに

なる義宮

さま
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